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新生児家庭訪問に おける援助 ニ ー ズ把握 に 関わる看護職 の 意図
田 村 須賀子 (千葉大学大学院看護学研究科)
看護援助の 特質 を明確 に し, よ り質 の 高 い 援助を明確にす るた め に, 新生児家庭訪問援助 に お け る看護職 の 意図 を用 い て
表現す る｡ 対象 の 援助 ニ ー ズ把握 に 関する意図に焦点を当て て 分析した結果, 次の 特質を確認した｡ 1) 対象 の 日常生活 に
お け る幅広 い 事象や対象 の 認識, 生活歴, 生活観を把握 し, 援助 の 必要性を判断 して , 援助方法を選択す る｡ 2) 対象の 反
応を考慮 した 援助方法を選択する た め に, 看護職 の 援助に対す る対象 の 認識を把握す る｡ 3) ありの まま の 生活 と認識, 港
在す る ニ ー ズ に対応す る た め に, 対象の 状況を対象自身 の 表現 に より把握す る｡ 4) 対象の 状況 に より, 対象 が表現す る要
望よりも, 看護職が捉 え た援助 ニ ー ズ へ の 対 応を優先す る｡ 5) 援助の 必要性 の 判断 と方法 の 検討をより確実に行うた めに,
他職 種の 意見も得られ る よ う に す る｡
こ れ に より対象の 援助 ニ ー ズ を把握す る こ とが, 対象 との 人間関係形成 の も と, 援助提供方法 の 検討も含 め た看護援助 の
方向づけ と い う重要 な位置 づけにあり, 対象 の 援助 ニ ー ズ把握 に関す る意図 に より, 援助行為を導 い て い る と考 え られ た｡
KE Y WOR DS: ho m ehealth nursing, n u r s e
'
s in -
tention, nu rslng pr a ctic e, m ate r nal and newbo r n
infa nt care
I
. 目 的
家庭訪問援助で は, 対象本人 ･ 家族 の援助 ニ ー ズ を生
活の 中で捉え, そ の人の家庭生活 ･ 地域社会生活にみあ っ
た方法で 問題解決に あた る 1)｡ こ れ らは援助対象側から
求められた相談事に対応するばかりで なく, 看護職が判
断した援助 ニ ー ズ に対 して も働きか ける｡ ま た家庭訪問
援助で は, 看護職が対象の生活の 場に出向き, そ こ で家
族を含めた対象と信頼関係を築き, 対象と の 合意が得ら
れ て初め て , 援助提供が意味をも っ 2)｡ こ こ に看護援助
の 質に関わる基本的な特質があると考え られる ｡
ま た看護援助の ある べ き姿を看護職間で 合意 し, その
特質を確認し, より質の高い援助を明確にする こと ば,
看護の 専門性を追究するため に必要で ある｡
看護援助を確認する方法と して , 本研究で は ｢ 看護職
の 意図｣ に焦点をあ て て分析する｡ そ れ は第三者か ら意
図が確認できる看護援助だけ で なく, 援助を提供する側
と受ける側の相互作用や, 看護職が内面で考え て い る こ
とも併せ て 捉えるため で ある｡
看護職 は対象と対面し, 援助 に 向けて ｢行為, 知覚,
認識, 思考 など (以下, 援助行為)｣を行う ｡ そ の 援助
行為に は, ｢看護職の意図｣ がある｡ 看護職の 意図は ,
援助行為を導き , そ れ に は第三者が確認で きるも の も,
で きな い もの もある｡ ま た意図は, ｢ 看護の 目的｣ に よ
図1 看護援助の過程
り生じるもの とする ( 図1)0
本研究は, 新生児をもっ 母親 へ の家庭訪問援助過程を
研究素材に し て , そ の援助を行 っ た看護職の意図の構成,
援助行為 へ の導き方に つ い て明確に する｡ ま た, 援助提
供にお い て は, 対象 の援助 ニ ー ズ を把握する (以下, ニ ー
ズ把握と略す) ことが出発点に なる の で , ニ ー ズ把握 に
関わ る意図を中軸に据え て , そ の他 の意図の構成と相互
の 関係を検討して , 看護職の意図を記述する｡
Ⅱ . 研究方法
1) 研究対象
筆者 (看護職)が行 っ た新生児家庭訪問援助過程で ,
次 の 3事例で ある ｡ 援助は, 事例が在住する町より, 委
嘱を受けた訪問指導者の身分で 実施する｡ 事例の概要は,
表 1 の とおりで ある｡ ま た援助概要は, 次 の とおりで あ
る｡ 事例1 :母は兄の 出産時に , 母方祖母の死な どで ,
母乳が出なか っ た｡ 本児で は, 母乳育児に前向きに取り
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組め, 母 の姿勢を支持した｡ 母は父方祖母 に気遣い し て
おり, そ の訴え に対応した｡ 事例2 :母 は乳房の 張りが
強く, 苦痛を訴えた｡ 乳房管理 を中J[▲､に 援助 し, 開業助
産婦 ･ 育児相談会の利用を支援した｡ 事例3 : 母は子沢
山を望み本児出産するも, 産後 の体調回復悪く, 姉兄た
ち の要求に対応で きなか っ た｡ 母 が理想と現実の 差に悩
ん で い たため, 母 の訴え に対応した｡
2) 調査項目
a) 援助行為 ( 直接対象に行 っ た行為や考え た こ と,
対象 の状況や生活環境の 中で知覚した ことな ど, 援助再
現記録をもと に , 第三者から意図が確認で きる援助行為
ち, できな い もの も, 両方 の行為を記述す る), b) 香
護職の意図 (援助行為に込め られた看護職の 意図を援助
行為に対応させ て記述する), c) 意図を導く基礎的考
え (意図に対応させ て記述する) で ある｡ すなわ ち看護
援助の過程 (図1) を逆に追い , 援助行為を手がかりに,
意図とそ の基礎的考えを調 べ る｡
表1 事例概要
項 目 事例 1 事例2 事例 3
児 の 出産順位 第 2子 第 1子 第 4子
母 の 年齢 27才 30才 29才
分娩施設 で の 児 の 黄桓 . 体 帝王切開 母 の 後陣痛 .
所見 重減少大 腰通
家族 5人 5人 6人
訪問時 日齢 初回17 日 初回18 日 初回18日
2回 め30 日 2 回め25日 2回め26日
3) 分析方法
看護職の意図を援助の 内容に より項目 (以下, 意図内
容項目) を設 け, そ の 内容の有無を分析 し, 意図内容項
目 ごと に援助行為, 意図, 基礎的考えを分類する｡ こ の
分析に より, 事実 に対し て , よ り正確な記述 に努め る｡
次 に ニ ー ズ把握 の 意図と, 対応する援助行為 ･ 意図を導
く基礎的考えを取り出し, そ の行為の意図の 構成と特質
を分析する｡
Ⅱ . 結 果
1 援助行為に込め られた看護職の意図の概要
今回調査対象と した家庭訪問援助過程峠, 各事例2回
分の訪問で , 100- 170分の間に展開した援助行為の す べ
て で ある (表2)｡ 看護職の援助行為は , 三事例か らそ
れぞれ211件 ･ 180件 ･ 186件抽出で きた｡ さ ら に , そ こ
に込め られた看護職の 意図は, 表2 の とお り, 325件 ･
248件 ･ 277件確認 した｡ こ の意図の 内容構成をみ ると,
① ニ ー ズ把握, (卦看護職が援助対象と人間関係を っ くる
(以下, 関係形成 と略す), ③援助提供方法を検討す る
(以下, 方法検討と略す), ④そ の場 で の援助提供を実現
する ことを狙 っ て 行動し て い た｡ こ れ を意図内容項目と
し て , 確認 した看護職の 意図の総件数を区分集計 したと
ころ, 表 2 の とおり の 結果とな っ た｡
看護職の意図は, 事例別に みると, 抽出した 一 つ の 行
為 に対 し, そ れぞれ平均1.5件 ･ 1.3件 ･ 1.4件確認で きた｡
ま た, 各事例 における意図内容項目別構成をみ ると, ①
ニ ー ズ把握 は63- 71 %, ②関係形成は27- 30%, ③方法
表2 援助行為, 看護職の 意図の記述件数
事 例 1 事 例 2 事 例 3
家族 (上段 は同居者)
と面接者( □で囲む)
圃 . 兄 (3歳) .園 . 父 .匪司 匡園.圃 . 父 . 祖母 ( 父方) . 祖 匝園.匪二 頭 . 長兄 (4歳) .
匡愛妻i] ･父 ( 父方) 恢兄 (2歳)l.匪卜父
祖父 (母方) ( 里帰り宅) 祖母 (父方). 祖父 ( 父方). 祖母
祖母 ( 母方)卜祖父 (母方). 叔父
( 障害者)
(母方). 祖父 (母方)
2回分援助時間 60分 +4 05} 土00分 + 70分 100分 +70分
援助行為 21 1件 180件 186件
看護職 の 意図
(1行為平均)
325件 (1.54) 248件 (1.38) _27 7件 (1.4 9)
′ ■■~ヽ
＼
_ .
./
① ニ ー ズ把握 207件 (63.7%) 156件 (62.9% ) 198件 (71.5% )
②関係形成 90件 (27.7%) 70件 (28.2% ) 83件 (30.0%)
③方法検討 103件 (31.7%) 61件 (24.6% ) 88件 (31.8%)
④その 場 で の 援 助
提供
127件 (39.1%) 1.01件 (40.7% ) 99件 (35,7% )
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検討は24- 35 %, ④ そ の場 で の援助提供 は35- 40% で あ
り, 三事例とも類似して い た｡
ま た, (丑 - ④ の内容は, そ れぞれ単独で援助行為の 意
図とな っ て い る場合もあるが, (丑 - ④ の 組み合わせ で構
成され て い る例が多か っ た｡ 援助と して 対象に関わる場
合に は, ニ ー ズ把握は基本的事項で ある の で , ① ニ ー ズ
把握を中心に し て , 他 の② - ④ の意図内容項目が どの よ
う に組み合わせ られ て い るかを表3 にまとめた｡
① ニ ー ズ把握と組み合わせ で構成され て い た意図は,
事例1 で59.4%, 事例2 で48.7%, 事例3 で56.1%であ っ
た｡ 事例2 の母 の訴えは, 初 め て の 育児に よるもの と判
断で き, 潜在する ニ ー ズま で探る ことなく, 対応する こ
とが多く, そ の ため他の 二事例よりも少ない傾向に な っ
た｡
表 3 ニ ー ズ 把撞を中心 に した場合にお ける
看護耽の意図内容項目の構成
意図内容項目
の組み合わせ
事 例 1 事 例 2 事 例 3
①の み 84(40.6%) 80(51.3%) 87(43.9 %)
①+②+③+④ 0 ー 0 ー 【■
①+②+③ 28 46 19 35 21L 42
① +② +④ 17 (22.2%)16 (22.4%) 19 (21.2%)
①+② l■ o J 【■
① +③ 74(35.7 %) 41(26.3%) 65(32.8%)
① +④ 3(1.4%) 2(1.3%) 4(2.0%)
件(ニ ー ズ把握の意図内容項目総件数との 比)
表4 関係形成を中心 に した場合における
看謙職の意図内容項目の構成
意図内容項目
の 組み合わせ
事 例 1 事 例 2 事 例 3
②の み 6(6.7%) 7(10.0 %) 5(6.0%)
①+②+③+④ 0 ー 0 ー 【■
①+②+③
/
28 46 19L 35 21L 42
①+② +④ 17 (51.1%)16 (50.0%) 19 (50,6%)
①+② l■ ELJ l■
② +④ 38(42.2%) 28(40.0%) 36(43.4%)
件 (関係形成の 意図内容項目総件数との 比)
組み合わせ で , ②関係形成が関わる の は三事例と も21
- 22%と同じ傾向となり, ニ ー ズ把握と方法検討は, 辛
例1 と事例3 が同じ傾向で , 事例2 が異な っ て い た｡ 援
助 で は, 母が対処し てきた育児方法を考慮に入れ て 実施
するが , 事例2 の母は育児体験が少なく, 方法検討の 判
断材料が少ない ため, 他 の 二事例と異なる傾向にな っ た｡
次 に① ニ ー ズ把握が関わらな い , ②関係形成の意図内
容項目の 構成を調 べ るため に, 表4 で②関係形成を中心
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に し て , 他 の①③④の 意図内容項目がど の よう に組み合
わせ られ て い るか をま とめた｡ ②関係形成と組み合わせ
られた構成の意図は90- 94% で , ① ニ ー ズ把握が関わる
もの は50- 51%, ④そ の 場 で の援助提供が関わるもの は
40- 43%と, 三事例とも同じ傾向に あ っ た｡
2 ニ ー ズ把握との 組み合わせ から構成された看護職の
意図内容
1) 対象の状況を把握し, 援助とし て何が必要か判断す
る
事例1 で86件, 事例2 で80件, 事例3で88件確認した｡
こ こ で い う対象の状況は, 育児環境, 児 の身体状況, 育
児状況, 母 の身体状況, 母 の生活状況, 過去 の状況で今
の生活に影響して い る状況, 上 の子 の発達段階 ･ 生活状
況, 家族の人間関係 ･ 協力関係, 出産施設な どの関係職
種の 助言指示, 保健事業利用, で あ っ た｡ こ の う ち, 方
法検討の 意図との関わりで捉える事項は, 対象 の認識,
気かがり の理由, 前回援助した こと の結果, 過去 の こ と
で現在の 生活 へ の影響で あ っ た｡ 家族関係とそれ に対す
る対象の 認識を把握し, 家族関係調整もねら っ て い た｡
出産病院で の指導内容とそれ に対する対象の認識を把握
し, 援助提供体制を整え る ことをねらう内容も含まれ て
い た ｡
2) 対象の状況を把握し, 援助方法選択の判断をする
事例1 で57件, 事例2 で33件, 事例3 で54件確認した｡
看護職は, 対象 の認識 ･ 気が かり ･ 不安, 気 がかりの理
由, 訴え に潜在する ニ ー ズ, 自ら話しはじめた理 由, 対
処方法, 対象 にと っ て の 意味, 生活 へ の影響などを把握
して , そ れ らを考慮に 入れ た方法を検討して い た｡ ま た
母と祖母の 人間関係, 家族の 育児協力, 兄弟と の関係を
把握 し, 家族関係調整もね ら っ て い た｡ 出産病院医師の
指示, 住所地の 保健事業, 保健 サ ー ビ ス情報獲得方法を
把握し, 援助提供体制を整え る こ とをね らう内容も含ま
れ て い た｡
3) 看護職の行為が対象に どう受け止められたか調べ て ,
援助方法の判断をする
事例1で28件, 事例2 で19件, 事例3で17件確認した｡
看護職は, 対象 に伝えた こと, 対象の 状況を看護職の表
現で代弁した こと, 児 へ の援助行為の後, 人間関係形成,
方法検討の ため に , 対象 の受け止め方を把握 して い た｡
家族関係維持の方法を伝達 した後や, 育児相談会 ･ 助産
院利用を勧め, 出産病院助産婦の指導方針を代弁した後
ち, 対象 の受け止め方を確認して い た｡
4) 対象の 自己表現を促し, 自己整理 で きるよう に する
事例1 で17件, 事例2 で14件, 事例3 で21件確認した｡
看護職 は, 対象と の人間関係形成の もと, 自己表現に よ
り潜在 ニ ー ズ を把握し, 自己整理をさせ て い た｡ 対象が
看護職に話せ るよう に した の は, 自身 の認識, 不満, 気
がか り, 対処方法, 育児観で あ っ た｡ 祖母 へ の 不満, 産
後の 風習 へ の疑問を表現させ, 家族関係詞整もね ら っ て
い た｡ 他職種の対応に対する認識を表現させ , 援助提供
体制の実態を捉える内容も含まれ て い た ｡
ま た, 母 の分娩体験, 上 の 子の 育児状況, 母方祖母の
死亡な ど, 過去 の体験 に対する現在の 思い を ｢対象に表
現させ , 自己整理 で きる よう にする｣ もの もあ っ た｡
5) 医療機関情報を対象か ら把握し, 援助提供体制を整
える
事例1で 5件, 事例2 で1件, 事例3 で2件確認した｡
対象か ら出産病院の 苦情などを聞い たとき, 他援助事例
に も関係する可能性を考え, そ の対象に止まらな い援助
を考えるもの で あ っ た｡ 看護職は, 他事例の援助や援助
提供体制を整え るため, こ の 医療機関の対人対応傾向を
機関情報と し て蓄積した｡
6) 家庭訪問援助を受け入れて もらう ことを優先する
事例1で1件, 事例3 で 1件確認 した｡ こ の意図は,
対象 の了解を得て , 家庭訪問援助を受け入れて もらう こ
とを優先するもの で あ っ た｡ 対象 に と っ て看護職の 家庭
訪問は, 他人が , 自分 の生活圏に侵入 して くる こと で あ
る ｡ 対象 の ありの まま の生活を把握で きな い こ と もある
が , 家庭訪問を約束する こと に より, 人間関係形成する
ことを優先した｡
3 ニ ー ズ把握における事例固有の 意図
1) 事例1固有の意図
事例1固有の 対象の 状況で ニ ー ズ把握を意図した こと
は, 児の 黄痘の 検査で通院に伴う困難, 授乳方法の質問
に潜在する ニ ー ズ, 母 の骨盤痛あるも安静を優先で きな
い 理由, 里帰りしなか っ た理 由と母の実母喪失体験, 父
方祖母の育児干渉で あ っ た｡
こ の事例に しか確認で きなか っ た意図 は, ｢ 黄痘に つ
い て の情報提供するよりも, 母 の認識 ･ 理解 レ ベ ル を確
認する ことを優先 し, 知識 の 伝達方法を検討する｣ で,
こ れ に より方法検討の ため に , ニ ー ズ把握をした｡ 看護
職は, 母 から ｢黄痘 は治 るもの か｣ と問われ た｡ 母乳性
黄痘と判断して い たが, 兄の ときの 症状の有無, 医師か
ら の説明を母か ら把握 し, そ れ らを考慮に入れた方法で
情報提供した｡
｢父方祖母の 衣服に対する指示方針を把握し, 母 の育
児に対する影響を判断する｣で , こ れ に より家族内人間
関係を確認するため に , 母 と祖母の育児方針の違い を把
握 した｡ 看護職は, 母か ら, 児 に着せ る衣服の枚数を問
われ た｡ 兄 の とき の育児経験があるはずで , 他 の ニ ー ズ
が存在する可能性を考え た｡ ま た冷房の使い すぎを注意
する祖母の厳 しい 口 調を観察して い た｡ そ こ で 母 の問 い
に直接答えずに , 祖母か ら受け て い る衣服の 指示に つ い
て確認 した｡
｢父方祖母と母との関係を詳 しく把握する契機にする｣
で , こ れ に より関連する生活事象か ら, 家族内人間関係
を把握 した｡ 看護職は, 家庭訪問予約時の電話から, 既
に祖母と母が緊張関係に ある ことを把握して い た｡ し か
し家族内人間関係に つ い て , 直接確認するこ とば で きな
い ｡ そ こ で里帰りをしなか っ た 理由 に つ い て母 に 問い ,
祖母か ら産後の世話を受ける こと に対する認識を話させ
ようと した｡
2) 事例2固有の意図
事例2固有の対象の状況で ニ ー ズ把握した こと ば, 5
年前の家の 内の様子との 違い (看護職は, 寝たきり老人
へ の援助で , こ の事例の 里帰り宅に家庭訪問して い た),
児 の排気 ･ し ゃ っ く り ･ 目や に に対する母の不安 , 母方
祖母の育児支援能力, 産後の 風習の是非を問う意味, 分
娩方法決定経過, 出産病院で授乳方法を教えて もらえ な
か っ た と い う母 の認識で あ っ た｡
こ の事例に しか確認で きなか っ た意図は , ｢保健事業
の利用が前回家庭訪問時の懸案事項の解決に なる と いう
祖母の方針を把握 し, 行動 に移せ るよう に する｣ で , 方
法検討, 家族関係調整, 保健事業利用の ため に , ニ ー ズ
把握 して い た ｡ 母は婚家より, 産後 の 風習どお り の 日数
で戻る よう に言われ て い たが, もう少 し里帰り し て い た
い と思 っ て い た｡ 看護職が乳房手当て の た め, 里帰りし
た町の 保健事業を利用する ことを勧め たときに , 母方祖
母が保健事業の利用を理由に , 婚家 に里帰りの期間を延
ばして もらえるよう頼む ことを提案した｡ 看護職は, こ
の母方祖母に婚家との調整能力を見て , そ の判断を支持
した｡
ま た ｢ 医師との人間関係が , そ の 後重要に な らな い と
判断し, 対象か らの 確認を見合わせ る｣ で , 方法検討し,
職種と の 関係調整するため の 情報収集を しなか っ た ｡ 医
師の指示で , 納得せずに帝王切開した ことを母 は悔い て
い た｡ ｢医師の指示 は絶対!｣ と母方祖母 も言 い , 医師
と の 関係に関する情報を詳しく収集す べ きと こ ろ で あ っ
た｡ しか し今後こ の 医師に会うの は1 ケ月健診時のみ な
の で , 対象の 気持ちを表現させ, 傾聴する にと どめた｡
｢助産婦の より専門的なケ ア を受 けさせる こと により,
乳房自己管理 して いく上で の判断を得る｣ で , ニ ー ズ把
握 の ため に他職種との連携をした｡ 看護職 は乳房と授乳
方法を観察した結果, 乳房緊満の訴え は, こ の 時期に 一
般的 にみ られ る症状の範囲で あり, 緊急性が な い と判断
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した｡ し かし, よ り専門性の 高い職種から意見を得て ,
問題 の核心を捉えた援助を提供で きるよう に した｡
3) 事例3固有の意図
事例3固有の対象の 状況で ニ ー ズ把握した ことは, 児
の 手足緊張なく把握反射弱い こ と に対する母の認識, 吹
兄 の行動様式と不慮事故の 可能性, 第4子出産理 由, 那
屋数少ない こととそれを訴え る理由, 看護職の家庭訪問
を断わる こと に な っ た 理由, 夫立ち会い分娩で の父 の反
応に対する母の認識, 母 の 幼少体験であ っ た｡
こ の事例で しか確認で きなか っ た意図は, ｢看護職が
把握した児の身体所見を母と共に問題意識を共有するた
め に
, 母 の認識を把握 し, 援助とし て何が必要か判断す
る｣ で , こ れ に より人間関係形成を重視し, 不安を与え
な い ニ ー ズ 把握と, 援助方法を検討し, 児の 身体問題を
母と共有した｡ 母 の訴え の前 に , 看護職は, 児の 手足緊
張なく , 把握反射が弱い ことを把握したため, 看護職は,
まず母の 気づ き の有無を確認する方法か ら検討した｡
ま た ｢前回家庭訪問時の 生活状況か ら予測し た緊急
の 対応を母の意見よりも優先する｣ の 意図で , 看護職は,
対象の 状況より捉えた援助 ニ ー ズ へ の 対応を優先した｡
訪問を約束した日 の朝, 断り の電話が入 っ た｡ 本来なら
ば対象の 都合を優先するが, 看護職は初回訪問で , 母の
産後の 体調回復が思わしくな い こ と, 上 の子3人の 育児
に 追われ て い る こ と, 玄関 ･ 部屋が片付かな い こ と , 杏
把握 して おり , 家庭訪問を断わ っ た状況を確認する必要
性を認識した｡
Ⅳ . 考 察
1 ニ ー ズ把握の 意図の特質
1) 対象の 日常生活に おける幅広い事象や対象の認識,
生活歴, 生活観を把握し, 援助 の必要性を判断して ,
援助方法を選択する
ニ ー ズ把握 の意図で ｢対象の状況を把握し, 援助とし
て何が必要か判断する｣ と, ｢対象の 状況 を把握 し, 援
助方法選択の判断をする｣ を確認した｡ 看護職は, 援助
の必要性を判断するため に , 援助 に至らな いも の も, 対
象 の 日常生活を表わす事象を幅広く把握しなけれ ばなら
な い 1 , 3) ｡ ま た ｢ 医師との人間関係が, そ の後重要に な
らな い と判断し, 対象か らの確認を見合わせる｣ と , 把
握する必要性がな い と判断 したもの もある｡ 対象が訴え
た事項だけ で なく, 認識 ･ 気 がかり ･ 不安, 他事例と違
う状況も把握し, 看護援助を方向づ けて いくも の と考え
られ た｡
2) 対象の反応を考慮した援助方法を選択するため に ,
看護職の援助に対する対象の認識を把握する
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対象の 生活状況, 認識 ･ 方針 に見合 っ た方法で援助提
供するため に , 適確 に ニ ー ズ把握を し, 対象との 人間関
係を形成し, そ の生き方に迫り , 再び対象の認識 ･ 要望
を把挺すると い う過程が あると考え られ た｡
看護職の援助に対する対象の 認識を把握すると い う こ
と に より, 対象 の求め る援助を再確認し, 生活上の援助
ニ ー ズ を より明確に して いく情報を得る｡ ま た援助提供
で考慮 しなければな らな い対象の 状況も明確になる 3 ･ 4) 0
そ の場 で の援助提供 しなが らもまた, 援助 の受け手で あ
る対象の認識 ･ 価値観を把握で きる情報を得て いると考
えられた｡
｢看護職が行う援助｣｢援助を対象が受け止める｣ ｢対
象の認識を看護職が把握する｣ で , こ の 過短か ら, 対象
と の良好な人間関係形成が, 看護職の援助に対する対象
の認識を把握する こと に , 不可欠で ある と考え られた｡
3) ありの まま の生活と認識, 潜在する ニ ー ズに対応す
るため に , 対象 の状況を対象自身の表現により把握す
る
看護職は ｢(対象が) 看護職に抵抗なく話させ る よう
にする｣ と い う意図で , 対象と の人間関係形成の もと,
相 づ ちや対象の表現を反復するなど, 話 しやすい状況を
つ くり, 対象自身に よる表現を促して い た｡ こ こ で看護
職は, 潜在する ニ - ズ の把握と, 対象が自己整理する こ
とを意図して い た｡
ニ ー ズ把握 の ため に看護職は, 生活状況把握項目など
に沿 っ て , 質問しなが ら把握するの で はなく, 対象との
人間関係形成の もと , 対象 の生活状況, 認識 ･ 方針 に つ
い て 自己表現して もら い , そ の表現内容 ･ 方法か ら, 港
在する ニ ー ズと そ の 可能性に迫る 3) こ と を確認した｡
4) 対象の状況に より , 対象が表現する要望よりも, 看
護職が捉えた援助 ニ ー ズ へ の 対応を優先する
｢生活状況から予測した緊急の対応を母の意見よりも
優先する｣ の意図で , 対象の 意見 よりも, 看護職が把握
した ニ ー ズ へ の 対応を優先して い る｡ 看護援助は, 対象
の問題を共有して , 合意 の もと援助提供 を行うもの で あ
る 1)が , 対象が望まな い こ と で も, 看護職の責任性に お
い て実施する援助が ある｡ そ の 時の判断は, 様々 な角度
か ら捉えた, 対象 の生活事象が根拠に な る｡
すなわち問題を対象と共有し, 援助の 合意をする前に ,
対象が要望とし て表現し て い るもの と, 看護職が捉えた
援助 ニ ー ズを明確にする こと, 両者が 一 致 しな い とき優
先事項を判断するこ と, そ の判断に利用で きる情報を多
く収集して い る こ と, が必要で あると考えられた｡ こ れ
は, 看護職の 責任性の 高い援助の特質で ある｡
5) 援助の 必要性の 判断と方法の 検討をより確実に行う
ため に, 他職種の意見も得られ るよう にする
一 次的 に看護職が受けた対象の 健康生活上の 問題を, 必
要性の判断に より, 他職種の 援助を受けられるよう に す
る 1)｡ こ れ は, 対象が より専門的な援助を受けられる よ
う にするばかり で なく, 対象 の問題と援助の必要性の捉
えかた に つ い て , 看護職が他職種か ら得ようとするもの
で ある｡ 看護職は, 家庭訪問援助に責任をもち, ニ ー ズ
把握, 援助提供を行うが , 他職種の判断も参考に し, よ
り確実 に ニ ー ズ把握し て い ると考え られた｡
同様 に, 対象が保健事業を利用した時に , 新 たな対象
の 情報が得 られ る｡ 様々 な形の 援助提供方法を準備し,
職種間の連携体制も整え る こ とも, 対象 の状況を多角的
に捉えるため の 手段に なる｡ そ の意味で , ｢社会資源に
関する情報を対象側か ら得て , 他事例や保健事業に活か
す｣ ことも大切で あると考え られ た｡
2 看護援助 にお ける ニ ー ズ把握の位置づ け
ニ ー ズ把握 の 意図の 特質で, 前項 の 1) - 5) を確認
した｡ 対象 の 援助 ニ ー ズ を把握する ことば, 援助対象と
の人間関係形成の もと で なされ 2) , そ の場 で の援助提供
を方向づ けるもの で ある｡ 対象 の生活の幅広い事象, 対
象の 認識, 生活歴 ･ 生活観それ らを尊重した援助提供を
可能にするもの であると考え られ た｡
ま た対象と の人間関係形成の程度を判断しながら, 対
象 の援助の 受け入れ状態など, そ の場 で の援助提供 しな
が ら対象の 認識 ･ 生活 の方針 ･ 希望を把握する｡ そ れ に
より, 対象 の援助 ニ ー ズ を充たす援助提供がで きると考
えられた｡ そ し て そ の 中に は, 家族関係調整, 援助提供
体制を整える ことをね らう意図があると考え られ た｡
以上 の こ とか ら, 対象 の援助 ニ ー ズを把握すると いう
ことが, 看護援助を提供するに あた っ て の 方向づ けと い
う, 重要な位置づ 捌 こあ っ て , ニ ー ズ把握 の意図に より
援助行為を導い て い ると考え られた｡
3 第三者か らは分かり難い看護援助の側面の明確化
本研究に お ける看護援助の 表現方法は, 援助行為に対
応させ た看護職の意図で記述 した｡ こ れ に より, 援助喜
提供する側と受ける側と の相互作用や , 看護職が内面で
考え て い る こ とも併せ て捉える ことが できた｡ そ の結果,
通常 は第三者からは, 確認 で きな い看護援助の構成を明
らか に出来た｡ すなわち, 1) 対象の生活の 幅広い事象
か ら情報収集して , そ こ か ら援助の必要性の判断を して
い る こ と, 2) 援助を提供する側の働きかけ に対する対
象の 反応を把握して , 援助提供方法を検討して いる こと,
3) 援助を受ける側か らの 自己表現を促そうと して い る
こ と , 等 で ある｡
こ れ ら の援助行為は, 一 般 の 来訪者が , 卒なく家人と
話を し て い る姿 で あり, 熟練看護職であればそれだけに ,
普通 の 会話の やりとりと い う傾向が強い と考えられる｡
しか し, こ の部分に は援助展開の 重要な過程が含まれ て
い る ｡
こ れ ら の看護援助事象とそ の意義に つ い て は, 客観的
に捉え , 第三者が確認で きる看護援助と同じ レ ベ ル で ,
明確化する ことが, 看護援助の 質と専門性を高めるため
に重要で ある｡
今後, 本研究で用い た方法を精錬させ , 新生児以外の
事例や複数の看護職の援助過程 にお ける意図を調 べ , 香
護援助の 特質を付加させ て い かな ければ ならな い ｡
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K E Y W O R D S:
ho m ehe althnursl ng, nurS e
'
s intention, n u rsl ng practic e, m ater n al a nd n e wbo r ninfa nt c a r e
T he purpose of this study is to clarify the cha r a cte ristic of n urs e
'
s intentio n sto practice m a-
te r n al a nd ne wbo r ninfa nt c arein hom e he alth n u r slng l n O rde r to m a nifest n u r sl ng C ar e.
It m a nife sted the follo w lng Cha r a cte ristic to e xplo r e n u r s e
'
inte ntio n sto defin ethe n e eds of the
car e receive s :1) Nu rsesde cide c o ngr ue nt care with the daily living of the c a r e r e c eiv er sto defin e
the n e eds of the m , to gathe rinfo rm atio n abo ut the te nde n cy of their daily living, their r e cogn l-
tio n a nd their life histo ry . 2) Nu r s e side ntify what the c a r e r e c eiv e r s appr e ciate of the c a re giv e n
in progr e s sin o rde r to pr o vide deliberate c ar e. 3) Nu rs esdefin e pote ntial proble m s of the c a re
receiver sto pr o vide the m with op po rtu nitie sfor talking their daily living. 4) Nu r s es get he r pri-
ority, the ne eds of the care re c eivers defined by nurs e sw ere c ongruent with the wishes of them .
5) Nurs e s s eize op portunitie sto identify what other profe s sions define the ne eds of the c are re-
c eiv ers and the w ay of interv entions.
T he s efindings identified the characteristic of nurs e
'
s intentions that defining the needs of the
c are re c eivers qu alified nursing c are a s e stablishing the relatio nship with the m.
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